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2019年度 とちぎ夢ファーレ 助成決定事業一覧

平
成
30
年
度〝
と
ち
ぎ
夢
フ
ァ
ー
レ
〞採
択
団
体
の
実
績
発
表
会

　

栃
木
市
の
市
民
活
動
を
応
援
す
る
補
助
金
助
成
制
度
〝
と
ち
ぎ
夢

フ
ァ
ー
レ
〞。
今
年
も
３
月
10
日
に
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
企
画
発
表
）
が
行
わ
れ
、
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
助
成
を
受
け
る
32
事
業
（
総
額
３
６
１
万
７
千
円
）
が
決
定
し

ま
し
た
。
助
成
を
受
け
る
事
業
は
一
覧
の
通
り
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
皆
様
や
企
業
、
団
体
か
ら
の
温
か
い
寄
附
金
が
、
そ

の
原
資
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
も
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ

ン
ド
に
、
総
額
１
，４
２
６
，０
３
９
円
も
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
（
ふ
る
さ
と
納
税
含
む
）。
皆
様
方
の
ご
支
援
が
、
栃
木
市
や
そ

こ
で
活
動
す
る
団
体
を
さ
ら
に
輝
か
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ご
協
力
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
に
こ
の
補
助
金
を
受
け
た
29
団
体
が
、
皆
様
の
前
で

一
年
間
の
実
績
を
発
表
し
ま
す
。
入
・
退
場
は
自
由
で
、
ど
な
た
も
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
採
択
団
体
に
よ
る
報
告
は
、
き
っ
と
、
自
分

達
の
活
動
に
も
役
に
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。
特
に
、
新
し
く
市
民
活

動
を
始
め
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
大
歓
迎
で
す
。
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夢ファーレ事業助成団体
これまで夢ファーレ事業では、多種多様な団体の助成を
行ってきました。今回は新規団体から助成が終わった後
の団体まで、段階別に3つの事業をご紹介します。

　毎年、自閉症啓発デイ（4月2日～8日）の期間
に、「世界がつながる青い光のリレーです」のスロ
ーガンを掲げ、各地域の主たるランドマークモニュ
メントやシンボルタワーなどを一斉にブルーにライ
トアップする「Light It Up Blue」という自閉症啓
発活動が世界規模で行われています。
　「幸来橋の会」はこれまで、栃木市のシンボルと
もいえる幸来橋をより多くの人に知ってもらうため
の音楽ライブイベントを行ってきましたが、この
「Light It Up Blue」の活動に深い感銘を受けたこ
とをきっかけに、幸来橋周辺をブルーライトアップ
する活動を始めました。今年は手作りのブルーラン
タンのコンテストなども行っています。 

「幸来橋の会」
「蔵の街ブルーライトアップ」
自閉症啓発のスケールアップ活動

今年度、ＡコースからＢコースへランクアップ

　現在大学4年生ふたりによる活動団体「ひだまり」
は、“経験の貧困”という考えに着目し活動する団体
です。「季節の行事などの文化的なもの」「みんな
で食事を囲むなどの家庭的なもの」といったことを
子どもが経験し充実した時間を過ごしながら、大人
も楽しみ新しい発見を得られる空間をつくりたい、
という考えのもと、不定期にイベントの開催を行っ
ています。昨年末には市内の嘉右衛門町の神社にて
もちつきを開催しました！また、地域で活動をして
いる先輩方に話を聞きながら、地域の現状を知り団
体の軸を深めることにも励んでいます。「活動を自
分たちの学びに繋げながら、これからも頑張りま
す！」と意気込みを寄せてくれました。

「ひだまり」
地域のあったか居場所づくり

今年度の新規事業（Ａコース）

　高齢化社会が進む中、青春時代に歌った懐かしい
童謡・流行歌・フォークソング等を、多くの人たち
と声を張り上げて歌うことにより、青春時代を思い
起こし、若さと元気を取り戻し、明日への活力を醸
成することを目的に結成された同会は、11人の実行
委員が中心となって活動をしています。実行委員や
生演奏「ふーさんバンド」のメンバーは全て無償ボ
ランティアによるもの。発足当初は1回あたり100人
程度だった参加者の輪は年々広がり、昨年度は文化
会館に700人もの参加者が集うほどに成長。補助金
の助成が終わった後も自立し、年4回開催の『うた
ごえ喫茶』は、常に大盛況です。男性の参加も増
え、中高年の憩いの場として、今後も活躍が期待さ
れています。

「蔵の街うたごえ
　　　　　実行委員会」

蔵の街うたごえ喫茶

以前夢ファーレ補助を受けていた団体
（H24～H29の5年間）

ピックアップ
！

団体名
栃木どろんこバレー大会実行委員会

Dコース（まちづくりパワーアップ補助）（市全体の活性化につながる事業又は市全体の相互交流及び連携を図る事業への支援）

遊休農地を活用して、どろんこの中でバレー大会32
活動タイトル

団体名
田村律之助顕彰会
Teamとち介っ人
栃木市ラグビー普及推進プロジェクト
栃木市女子ソフトボール大会実行委員会
P.S.G活動団体
谷中村の遺跡を守る会
とちぎ娘町推進協議会

Cコース（ジャンプアップ補助）（市内の広域的な地域の活性化につながる複数回実施する事業又は複合的に行う事業への支援）

―田村律之助BEER＆「麦処とちぎ」発信プロジェクト―
魅力ｕｐ栃木祭　～笑顔が繋ぐDream road～(仮）
ラグビーW杯日本開催を機にラグビーで栃木市を元気に！
栃木市女子ソフトボール大会
そらのこ
谷中村事件の世界への発信の準備
蔵の街ゆかたコンテスト

25
26
27
28
29
30
31

活動タイトル

団体名
合戦場の知名度を全国区にする会
そばうち亭会
傾聴ボランティア「ひだまり」
栃木市ホームタウン協議会設立を目指す会
栃木おとなり会
栃木工業高等学校写真部
ひだまり
栃木県立栃木農業高等学校
こころの栄養（とちぎおもちゃ図書館）
栃工高スカイベリージャムチーム
サッカー教室プロジェクト推進委員会

Aコース（スタートアップ補助）(新規事業若しくは新規事業を起こすための準備又は新規のコミュニティ活動への支援)

合戦場の知名度を全国区にする会
そばうってみ亭会!?（そばうってみていかい）
傾聴ボランティア活動
地元クラブ（モランゴ栃木）と連携した、ウォーキングサッカーを通した『生涯スポーツ』の推進等
みんなの図書館「すいようぶんこ」
高校生によるふるさと写真展
地域のあったか居場所づくり
新しい時代の道普請～市民参加型のインフラ整備
おもちゃの維持管理事業
スカイベリージャムレシピ活動
サッカーを通してスポーツの楽しさを広める

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

活動タイトル

団体名
手話を広める会
傾聴ボランティア“ほのぼの”
とちぎの山車祭り伝承会
シニアサロン「今日も行く会」
幸来橋の会
デモクラティックスクールつながるひろば
田中一村記念会
清水登之顕彰会
劇団みなみ
中根絆会
とちぎ煌　祭り会
ネットワークとちぎ
とちぎ高校生蔵部

Bコース（ステップアップ補助）（既存団体の新規事業又は既存事業の充実若しくは拡大への支援）

栃木市奉仕員養成講座修了者対象ステップアップ講座
高齢者施設への傾聴ボランティア訪問で高齢者の元気UP支援
蔵の街から、お囃子の聞こえるまちづくり
今日も生き生き脳活性化・健康づくりの高齢者
蔵の街ブルーライトアップ　自閉症啓発活動
地域も学び場（「学校」）“「不登校」0のまちづくり”
田中一村の父「彌吉」を中心とした、栃木における田中家の実像を調査し、これを冊子として残す
第3回　清水登之絵画コンクール
笑いと元気をお届けする
各種イベントの実施により地域の活性化・及び安心安全な町づくり事業
参加のしやすい環境づくりが、担い手不足の祭り尾継承と地域交流に活性化を齎す
蔵プロジェクト～蔵のまち　ショーウインド～
栃木市高校生合同文化祭
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16
17
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20
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22
23
24

活動タイトル


